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二
〇
〇
八
年
八
月
、
前
年
に
日
本
・
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
間
で
調
印
さ
れ
た
経
済
連
携

協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
に
基
づ
い
て
、
日
本
国

内
で
働
く
介
護
福
祉
士
お
よ
び
看
護
師
の

候
補
と
し
て
、
看
護
師
資
格
を
有
す
る
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
二
〇
五
人
が
来
日
し
た
。

看
護
や
介
護
・
家
事
労
働
と
い
っ
た
分
野

で
の
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
は
、
欧

米
諸
国
や
湾
岸
諸
国
な
ど
で
進
ん
で
い
る

が
、
高
齢
化
と
看
護
・
介
護
分
野
に
お
け

る
人
材
不
足
の
深
刻
化
が
指
摘
さ
れ
る
中
、

日
本
で
も
今
後
こ
う
し
た
動
き
が
強
ま
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

世
界
的
に
見
る
と
、
看
護
、
家
事
労
働
、

ケ
ア
労
働
に
従
事
す
る
外
国
人
労
働
者
の

多
く
は
女
性
で
あ
る
。
ま
た
、
国
際
移
住

に
占
め
る
女
性
比
率
が
過
去
三
〇
年
間
に

徐
々
に
上
昇
し
て
お
り
、
近
年
、
女
性
の

国
際
労
働
移
動
に
対
す
る
関
心
は
増
し
つ

つ
あ
る
。
本
稿
で
は
、
看
護
・
介
護
分
野

に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
活
発
化
す
る

女
性
の
国
際
人
口
移
動
を
知
る
て
が
か
り

と
な
る
資
料
を
、
本
研
究
所
図
書
館
所
蔵

の
和
文
図
書
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

　

国
際
人
口
移
動
と
女
性
を
め
ぐ
る
現
状

を
包
括
的
に
把
握
す
る
の
に
役
立
つ
の
が

『
世
界
人
口
白
書
二
〇
〇
六
』（
国
連
人
口

基
金
）
で
あ
る
。
同
白
書
は
、
女
性
の
国

際
人
口
移
動
に
付
随
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
（
頭
脳
流
出
、
人
身
売
買
、
難
民
、
人

権
侵
害
な
ど
）
や
、
送
り
出
し
国
と
受
け

入
れ
国
で
の
影
響
、
送
金
と
開
発
の
関
係

に
つ
い
て
網
羅
的
に
言
及
し
て
い
る
。
オ

ン
ラ
イ
ン
版
も
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
環
境
が

あ
れ
ば
い
つ
で
も
参
照
で
き
る
（http:// 

w
w

w
.unfpa.or.jp/pdf/2006_all.

pdf

）。

　

国
際
移
住
に
占
め
る
女
性
比
率
の
上
昇

に
加
え
、
近
年
の
女
性
の
国
際
移
住
に
特

徴
的
な
の
が
、研
究
者
ら
が
し
ば
し
ば「
移

民
の
女
性
化
」
と
し
て
言
及
す
る
移
住
パ

タ
ー
ン
の
変
化
で
あ
る
。
従
来
、
女
性
は

配
偶
者
に
随
伴
す
る
家
族
移
民
と
い
う

ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
最
近
は

一
家
の
稼
ぎ
手
と
し
て
移
住
す
る
ケ
ー
ス

が
増
え
て
お
り
、
こ
う
し
た
女
性
の
単
身

移
住
者
た
ち
は
、
主
と
し
て
家
事
・
育
児
・

介
護
と
い
っ
た
ケ
ア
労
働
や
看
護
に
従
事

し
て
い
る
。

　

ミ
レ
イ
ユ
・
キ
ン
グ
マ
著
・
井
部
俊
子

監
修
・
山
本
敦
子
訳
『
国
を
超
え
て
移
住

す
る
看
護
師
た
ち―

看
護
と
医
療
経
済

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
』（
エ
ル
ゼ
ビ
ア
・
ジ
ャ

パ
ン　

二
〇
〇
八
年
）
は
、
世
界
的
な
看

護
師
不
足
と
、
看
護
師
の
国
際
移
住
を
引

き
起
こ
す
諸
要
因
、そ
し
て
、そ
れ
に
伴
っ

て
生
じ
る
現
象
や
問
題
を
扱
っ
て
い
る
。

こ
の
中
で
、
先
進
国
が
看
護
分
野
の
労
働

力
不
足
を
補
う
た
め
に
積
極
的
に
外
国
人

採
用
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
今
度
は

開
発
途
上
国
で
看
護
師
が
不
足
す
る
事
態

を
招
く
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
南
ア
フ
リ
カ
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
よ

う
に
、
流
出
に
よ
っ
て
自
国
で
不
足
す
る

看
護
師
を
補
う
た
め
、
さ
ら
に
他
の
開
発

途
上
国
か
ら
看
護
師
を
受
け
入
れ
る
と

い
っ
た
労
働
移
動
の
悪
循
環
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

　

医
療
・
介
護
分
野
に
お
け
る
移
民
の
送

り
出
し
国
と
受
け
入
れ
国
の
実
態
に
つ
い

て
は
、
最
近
出
版
さ
れ
た
以
下
の
三
冊
が

あ
る
。
い
ず
れ
も
特
に
女
性
移
民
に
焦
点

を
絞
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
貴
重

な
事
例
研
究
と
し
て
紹
介
す
る
。
ま
ず
、

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
国
側
に
関
す

る
実
態
調
査
と
し
て
、
多
々
良
紀
夫
ほ
か

編
著
『
イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ
・
オ
ラ
ン
ダ

の
医
療
・
介
護
分
野
の
外
国
人
労
働
者
の

実
態
』（
国
際
社
会
福
祉
協
議
会
日
本
国

委
員
会　

二
〇
〇
六
年
）
が
あ
る
。
同
書

は
二
〇
〇
三
年
か
ら
三
年
に
わ
た
っ
て
欧

州
三
カ
国
で
実
施
し
た
調
査
の
結
果
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
、
久
場
嬉
子

編
著
『
介
護
・
家
事
労
働
者
の
国
際
移
動

―

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ケ
ア

労
働
の
交
差
』（
日
本
評
論
社

二
〇
〇
七

年
）
は
、
受
け
入
れ
国
と
し
て
日
本
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
送
り

出
し
国
と
し
て
ス
リ
ラ
ン
カ
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
を
事
例
と
し
て
調
査
・

分
析
を
行
っ
て
い
る
。
川
村
千
鶴
子
・
宣

元
錫
編
著
『
異
文
化
間
介
護
と
多
文
化
共

生―

誰
が
介
護
を
担
う
の
か
』（
明
石
書

店　

二
〇
〇
七
年
）
は
、
日
本
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
タ
イ
で
の
実
態
調
査
を
踏
ま
え
、

外
国
人
労
働
者
が
安
価
な
労
働
力
と
し
て

受
け
入
れ
ら
れ
る
可
能
性
に
警
鐘
を
鳴
ら

し
つ
つ
、
介
護
す
る
側
・
さ
れ
る
側
、
そ

し
て
、
外
国
人
労
働
者
の
人
権
に
配
慮
し

た
多
文
化
共
生
社
会
の
構
築
に
向
け
た
政

策
提
言
を
行
っ
て
い
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、
先
進
国
・

開
発
途
上
国
の
両
方
で
女
性
の
労
働
力
が

市
場
を
通
じ
て
調
達
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

女
性
の
社
会
進
出
に
よ
っ
て
外
部
化
さ
れ

た
再
生
産
労
働
を
移
民
（
と
り
わ
け
移
民

女
性
）
が
担
う
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
観

点
か
ら
女
性
の
国
際
労
働
移
動
を
分
析
し

て
い
る
の
が
、
伊
豫
谷
登
志
翁
編
『
経
済

の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
ジ
ェ
ン

ダ
ー
』（
明
石
書
店　

二
〇
〇
一
年
）
と
、

サ
ス
キ
ア
・
サ
ッ
セ
ン
著
『
グ
ロ
ー
バ
ル

空
間
の
政
治
経
済
学―

都
市
・
移
民
・

情
報
化
』（
田
淵
太
一
ほ
か
訳
、
岩
波
書

店　

二
〇
〇
四
年
）
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
が
実
施

し
た
平
成
一
二
～
平
成
一
三
年
の
重
点
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
出
版
物
で
あ
る

『「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
」

に
関
す
る
研
究
報
告
書
』
を
挙
げ
て
お
く
。

研
究
会
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
と

研
究
論
文
を
収
録
す
る
他
、
巻
末
に
付
し

た
参
考
文
献
が
言
語
別
・
著
者
別
に
関
連

文
献
を
網
羅
し
て
い
て
極
め
て
有
益
で
あ

る
。（

き
し　

ま
ゆ
み
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
図
書
館
）

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

コ
ー
ナ
ー

看
護
・
介
護
を
め
ぐ

る
国
際
労
働
移
動
と

女
性

岸　

真
由
美


